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諸君、卒業おめでとう。「十七歳ともなれば、真面目一筋では
いられない」と言ったのは、フランスの詩人アルチュール・ラン
ボオですが、高校の三年間、あるいは中学を含めての六年間には、
当然いろんなことがあったでしょう。そうしてその間、直接間接
を問わず、多くの人びとに支えられて今日の日を迎えることがで
きたはずです。まずもって感謝の気持ちを忘れてはならないと思
います。
お祝いの言葉を述べる機会を与えられましたので、ごく短い話
をいたします。
去年の高校野球の県大会で、わが校は久方ぶりに三回戦まで駒
を進めたことは、まだ記憶に新しいところです。大会が近づいた
ころの新聞の地方版で、「楽しい練習はない。厳しい練習を楽し
め」というのが本校野球部の合言葉であることを知り、私はひそ
かに膝を打ちました。そうしてさっそく青年監督の小松原宏樹君
に、共鳴と激励の葉書を送りました。
この一月、横浜の居酒屋で、かねてからの約束どおり、彼と心ば
かりの新年会を催しました。彼はいくら飲んでも平然としているの
で、ビールの後は、梅干を入れたお湯割り焼酎五杯ずつでお積もり
にしました。ついでに言うと、彼はヤキトリを平らげると、こんど
は油でギトギトした豚の角煮を追加注文しました。私は二十二歳の
若さに感動し、同時にちょっぴり羨望の念を覚えたことでした。
余談はさておき、その席で、野球や大学生活や就職活動などの
ことから、つい先ごろまで流行っていたスマップの《世界に一つ
だけの花》という歌に話題が移りました。「個性」ということに
関連しての話の流れ、だったと思います。
ご存じのとおりあの歌は、「NUMBER ONE の必要はない。

ONLY ONE であればいい」といった内容の歌でした。確かに
「一番」であるよりも「一つだけ」という社会意識の変化はそれ
自体すばらしいことだとは思いますが、しかし私はあの歌を耳に
するたびに、何かウサン臭いものを感じて仕方がありませんでし
た。はっきり言ってしまえば、それは、「引かれ者の小唄」とい
うか「弱者の開き直り」というか、そういった感じのものなので
す。
そもそも「世界に一つだけの花」とは、「何ものにも換えがた
い個性の持ち主」ということでしょう。そうして「個性」とは、
辞書などにあたってみれば、恐らく「その人を特徴づけている独
自の性格」といったふうに定義づけられているかと思います。
しかしここで立ち止まって考えねばならないことは、言葉の真
正な意味における「個性」とは、先ほどの野球部の合言葉を借り
れば、「厳しい練習（修練）」の果てに辛うじて体現されるはずの
ものなのです。
印象派の画家エドガー・ドガは、「自己が徹底的に批判されて
いなければ、<個性>とは単なる弱点に過ぎない」と、まことに
含蓄のある傾聴すべきことを言っています。また広津和郎という
小説家は、「個性個性といったって、そんなものはほとんどがジ
ャリに過ぎない」と歯に衣を着せずに言い放っています。両者の

何ものにも換えがたい
豊かでくっきりとした
輪郭をともなった
「ONLY ONE」に

《ご挨拶》

「建学の精神」を
活かしながら
浅野人としての後輩を
育て、同窓の仲間へ

《ご挨拶》

「学園は、諸君の夢を叶えるために、必要な力を付ける学校
です。 社会で必要な知識、知的学習に努めることはもちろん
ですが、人としての自己や能力を育て、それを社会に活かすこ
と、すなわち、人間が生きるうえで必要な社会力、生活力を育
む学校でもあるのです。
世の中、制度的にも、人の生活観、価値観についても変貌の
激しい社会になっています。 モノには何不自由なく生活でき
るとはいえ、人間の生きにくい状況になっていることも事実で
す。これからの社会は、創造性、先見性、自助努力、あるいは
強さ、逞しさ、時にしたたかさも要求されるかもしれません。
しかし、社会の変化がいかに速かろうが、 社会がどこを目指
していようが、自己の生活と社会の動きに熱いまなざしを向け、
自分にとって何が出来、何をしなければならないかを考えて、
日々の生活を営んでほしいと念じています。一度だけの人生で
す。今を大切にし『ゆっくり、のびのびと歩んでいこう』を合
言葉にこれからの人生を送ってもらいたい、と心から願って止
みません」（平成16年度浅野高等学校卒業式式辞より）
今職員室前に、平成17年度大学入学試験の結果が掲示されて
います。この３月学園を巣立った後輩諸君も、すばらしい夢を
咲かせてくれました。日頃、授業はもちろん、学校行事や部活
動にもエネルギーを燃やした男たちの結果です。学園の指導方
針である〈文武両道〉を体現してくれています。 昨今、浅野
中学は、入学し難くなった、大学進学率も少しずつ高まってい
くのを聞き及んで、学園が変わっていくような雰囲気が、とい
うご意見をいただくことがあります。先輩諸兄が、青春を育ま
れた学園の「建学の精神」を活かしながらリニューアルすべき
ところは決断して、浅野人としての後輩を育て、同窓の仲間入
りをさせたいと考えております。
同窓諸兄には、益々のご支援をお願いするところです。

浅野学園同窓会会長
石橋　義史（31期）

浅野中学・高等学校長
淡路　雅夫（40期）

ご 挨 拶

表現には極端な相違がありますが、言わんとしていることは、
ドガも広津も同じです。
卒業生諸君、「ONLY ONE であればいい」などと斜に構えて居
座ったり開き直ったりしていてはなりません。むしろ、「九転十
起」の絶えざる精進を重ねることによって初めて、「ジャリ」が
意味するものとはまったく質を異にする、それこそ何ものにも
換えがたい豊かでくっきりとした輪郭をともなった「ONLY
ONE」が誕生することをこそ肝に銘じるべきでしょう。
いつの日か、年一回の同窓会総会と懇親会に姿を見せてくだ
さい。そうして旧交を温め酒を酌み交わし、声高らかに校歌を
歌おうではありませんか。内側から磨きあげられた男のなかの
「男」との再会の日を楽しみにしています。
以上、ひとりの先輩として後輩諸君の健闘を心から願い、さ
さやかなお祝いの言葉といたします。

（平成16年度浅野高等学校卒業式祝辞）
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会の準備が整っているので直ちにご来場を、との呼びかけがあり、
副会長加藤明（18期）の閉会の辞により午後６時前に終了した。
本年度は、空席だった会長に石橋義史先生を推戴することができ
大変喜ばしいことである。
石橋新会長は、本会が活性化に取り組んだときに学校長として大
いに指導性を発揮され、今日の活性化の実現に多大の貢献をいただ
いたことを考えると、誠にふさわしい人選ができたと思う。
今後は石橋新会長のもと、全会員が一致して同窓会の活性に取り
組んでいただきたいと思う。
同窓会を活性化させる基盤は、何といっても全会員にこぞって会
費を納入していただくことである。連年会費をお納め下さっている
会員もあれば、納めたり納めなかったりする会員もある。是非全会
員が、連年会費を納入していただきたいと切に稀うものである。
そこで提案だが、活性化がはじまってから10年になる。そこで今
年から10年連続して会費を納入していただけた会員に、同窓会より
貢献に対する感謝状を贈呈したら如何なものか、そうすれば関心も
高まり、会費を連続して納入していただけるものではないか。是非
実現したいと考えるが、如何。諸兄の御高配を御願い申し上げて、
総会の報告にかえる次第である。

【同窓会副会長　石ì 廣矣（15期）】
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平成16年度の浅野学園同窓会総会は６月５日（土）午後５時より、
ホテルキャメロットジャパンにて、浅野高校教諭 酒井晴雄（45期）
の司会により127名の出席を得て開催された。
開会に先立ち、司会者の音頭によって物故学友35名の霊に対し、

謹んで哀悼の意を表して黙祷を捧げた後、副会長 石ì廣矣（15期）
の開会の辞、会長代行副会長岡本順太郎（38期）の挨拶、学校長淡
路雅夫（40期）の挨拶の後、議長に新井康（46期）、書記に横溝貢
（31期）の両総務委員が選出され、議案書に記載された順に従って議
事を進行し、
・第１号議案　平成15年度事業報告について（総務委員 熊沢真二
（53期）報告）
・第２号議案　平成15年度決算並びに監査報告（会計 長峯徳積（45
期）決算報告、監事古川高夫（45期）監査結果の報告）
・第３号議案　平成16年度事業計画案について（総務委員 熊沢真二
提案）
・第４号議案　平成16年度予算案について（会計長峯徳積提案）
・第５号議案　会長選出について（会長代行 岡本順太郎より石橋義
史前学園長（31期）推薦）
以上、全ての報告及び提案の通り満場一致、拍手を以って可決、

承認されて議事は終了し、親睦委員長 斎藤清紀（48期）より、懇親

平成16（2004）年度　浅野学園同窓会総会報告

平成15年度　同窓会収支報告 
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財　務
本年１月開催の役員会において、４月からのペイオフ
全面解禁への対処として、預金の全てを決済用預金とす
ることに決定しました。金融機関が破綻しても、この預
金は全額保護されることとなり、ひとまず安心しました。
しかしながらこの預金には、金利がつかない上、管理料
がかかることとなり、乏しい財政状況の折りますます緊
縮財政を取らざるを得ない状況となっております。同窓
会費収入を増やす方法を今後皆様と共に考えていきたい
と思っております。
また支出に関して、少ない予算ながら、浅野学園同窓
会として恥ずかしくない体裁を整えながら、意義のある
支出への充分な配分を心がけたく思っております。
法人・私人を問わず、その人格の軽重はその支出内容
をみればわかってしまうと言われております。財務委員
長に就任して２期目、受けついだ過去の収支決算書を眺
めながら、歴代同窓会関係者の人格の継承が、私の役目
であるとの感を強くしております。

（財務委員会委員長　45期　長峯　徳積）

総　務
平成16年９月11日・12日の両日に行われました学園の
文化祭に、ホームカミングコーナーを設けて参加を致し
ました。同窓会の部屋には浅野学園の歴史写真・卒業ア
ルバムを展示し、同窓の皆様のふれあいの出来る場所と
して利用していただきました。見学者には係員が説明し
喜ばれ、アルバムを見ては想い出に感嘆するなど、大変
好評でした。ご協力くださいました打越祭実行委員会と
関係者皆様に感謝とお礼を申し上げます。さて、同窓会
費が減少傾向にありますが、会費増収を計り同窓会の発
展と活性化に寄与していきたいと思いますので、会員皆
様の温かなご支援とご協力をお願いする次第です。

（総務委員会委員長　36期　加藤　勇治）

親　睦
平成16年度の同素会総会並びに懇親会が、昨年の６月
５日（土）に、横浜駅西口のホテルキャメロットジャパ
ンにて開催されました。当日は特別会員の退職された先
生方、現職の先生方、同窓会会員合せて百数十名の参加
者を得ての会となりました。
懇親会は、恒例により今回も高橋洋一（48期）氏の司
会により進められました。新会長の挨拶には、惜しみな
く温かい拍手がおくられ、期待と安堵の思いが会場の
隅々まで満ちていました。今回はアトラクションとして、
新しく作成された学校紹介のビデオテープが約20分間放
映されました。現在の学園内での生徒の様子をまのあた
りに観て、自分たちの時代と余りの違いに関心しきりで、
うなずいたり羨んだりの様子でした。今年度は６月４日
（土）に開催致します。会員の皆様多数の参加をお待ち
しています。 （親睦委員会委員長　48期　斎藤　清紀）

広　報
①打越際で初めての同窓会室活動に参加。歴代の同窓会
アルバムに見入る在校生や、父兄の方々と触れ合うこ
とができたように感じた。また在校生徒達が何年か前
の現在の先生方の写真を見て大いに興味を引かれ、楽
しんでいた姿が印象的だった。
②幹事会・役員会での広報活動報告。
③『銅像山通信』第８号編集委員会（広報委員９名）、HP運
営についても協議。委員会としての意見統一を図った。
④HPの存在を含めた基本的検討（各委員長出席）
議　案　HPの存続運営は継続

HP管轄は、当面広報委員会が担当
運営費用の見直しと、メンテナンスを含む運
営内容の再検討
（広報委員会委員長　45期　古川　高夫）

総会報告

委員会から

●財　務 
45期　長峯　徳積 
　　※岩崎　正樹
53期※広瀬　昌治
●総　務 
36期　加藤　勇治 
17期　小野　善一
18期　谷口　　榮
19期　苅部　吉郎
30期　栗原　　隆
30期　田邊　公男
31期　横溝　　貢
40期　吉澤　瞭一
46期　中島　賢司
46期　新井　　康
46期　水野　恭一 
49期　関野　保幸
53期　熊沢　真二
58期※大野　浩光
64期※堤　　敬哉
●親　睦 
48期　齊藤　清紀 
20期　大山　豊造
29期　上杉　政勝
30期　加藤　行一
36期　菜花　　衛
38期　小池　　典
40期　池田　政弘
42期　小沢　治雄
44期　長井　　勉
48期　原　　成男
48期　高橋　洋一
75期　石垣太三郎
50期※金子　久雄
●広　報
45期　古川　高夫 
38期　山口　秀男
44期　石堂照日子
48期　佐藤　洋輔
49期　細野　泰彦
55期　富田　悦生
58期　都築　淳一
52期※岩崎　　泉

（委員名の太字は委
員長、※は在校幹事） 
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都の西北のキャンパスで早稲田文学に勤しみ、ブラームス
を愛したロマンチストが浅野学園の教師となる。高校時代
はラガーであったから文字どおりの文武両道の人材である。
この人こそ我らが同期石橋先生である。爾来40年余浅野
学園の校長、学園長を歴任し、昨年、同窓会会長に就任した。
折しも、我ら31

・

期生は、卒業後50年の節目を迎え、昨秋
「卒後50周年記念同窓会」を川崎駅前のホテルで開催した。
当日は、淡路校長、阿部教頭、恩師の境全信先生及び岡本同
窓会副会長を来賓としてお迎えし、同期70名が出席して盛
大に行われた。会場には、真新しい

・ ・ ・ ・

同窓会の旗が掲げられ、
なつかしい校歌、応援歌を唱い、学園の近況を先生方のお
話やビデオで知ることもできた。また、学園同窓会のPRも
していただいた。思うに、このような大盛況の同窓会は、
他面、浅野学園のために終生尽力されている石橋君に対す
る我ら同期生の応援歌ではなかろうか。近時、学園同窓会
の活性化が大きな課題となっているが、わが31

・

期生は、こ
のところ毎年「同窓会費納入者数第一位、同窓会出席者数
第一位を誇っている。早い話が、他年次の皆さんも大いに
競いあって、わが31

・

期生並の実績をあげることで問題は自
から解決するのである。
我々は、これからも声高らかに「同期の応援歌」を歌い
続けて行きたいと思っている。

昭和40年春。新学期初めての朝礼、大階段下の運動場。
何人かの連中が群がって居るので、「何だ、何やってるん
だよ?」と訊きながら近づいた。その瞬間「お前等何やっ
てんだ」という大きな声がし、それとともにバシーンとい
う一撃がやってきた。ワーッと起こった歓声と拍手。後で
解ったことだが、このクラスで誰が一番初めに「石橋の一
撃」を食らうかについて賭けをしようということで、その
申し込みなどを受け付けていたところだった。当ったのは、
私に賭けていた連中だった。
私の石橋クラスでの生活はこうして始まった。当時から
受験校だった我が校は、団塊の世代の私たちにとっては、
天文学的な倍率を突破しての入学であったが、学園の５年

三年F組石橋クラス 45期　小倉　泰樹

同期の応援歌 31期　菅野　悦雄
間の生活をとおして60人編成のクラスが、最後の高校三年
では余裕のある定員となり、私たちＦ組にいたっては40数
名という編成になっていた。当時はどのような経過でこの
クラスができ、石橋先生が担任になったのかなどというこ
とは私たちにとって関心も無いし、知る由も無いが、有名
大学への合格や進学が困難。それどころか日頃の素行から
卒業すら危ぶまれる輩が集められたのではないかと同級生
の諸君には申し訳ないが、そう考えられるのである。
そのような私たちに先生が教えたのは、「人間性の無い

ことをしたら許さないからな」ということと「人の痛みの
わかる人間になれ」という二つのことだった。
学園生活の最後の一年間は瞬く間に過ぎ去ったが、私た
ちは皆、隙さえあれば（隙が無くとも）悪いことをしてい
たものである。当時は一生懸命何か面白いことを見つけ出
してしていただけなのだが、これらの殆どが学生として非
行だった。卒業して社会人となってから考えてみると、先
生としては、たまったものではなかったに違いない。
卒業式が終わった最後のホームルームで、みんなからの
心ばかりの小さな菰かぶり、級長の書いた感謝の手紙。皆
が泣いた。先生も（先生は何かにつけてよく泣いた。）泣
いた。何も知らない人が見たら異様な光景であったに違い
ない。男（悪漢〈ワルガキ〉）ばかり40何人が肩を震わせ、
そして声をだしてワァワァと泣いているのである。別れが
悲しいのか、卒業する達成感か、そんなことを考えている
わけでなく、只々、泣いているのである。この歳までの経
験から言ってもあんなに泣いたことは無かったし、その後
の清涼感も無いように思う。
石橋クラスは、卒業後しばらくは六角橋の料理屋で毎年、
クラス会を開いていた。先生は毎回必ず出席してくれた。
卒業してからもご心配ばかりかけていたに違いない。
やっと自分たちが子育ても終わろうというこの頃になっ
て、先生の教えをできないのだけれども一生懸命に守ろう
としてきたこと、漢（おとこ）を磨いてきたこと、人の痛
みを解ったつもりになっているだけで実は解らないことな
ど、まだまだ先生の教えを忘れてはいけないと思うこの頃
である。
最後に三年Ｆ組という奇跡を起こしていただいた先生に
感謝するとともにそのクラスに所属していたことを他の石
橋クラスの皆とともに自慢として、石橋先生の会長への就
任を喜ぶ言葉といたします。

大出俊前同窓会長がご逝去されたあと、空席の続いていた浅野学園同窓会新会長に、平成16年度まで学園長の職にあった石橋義史先生をお

迎えすることになりました。石橋先生は、平成６年９月に第６代校長に就任してから昨年３月に学園長を退任するまでの10年間、高校新校舎

竣工、校務分掌組織の改革、八十周年記念式典と大きな事業を手がけ、実に多忙な日々を送られてきました。この度、一休みするまもなく、

同窓会の活性化のためにということで会長職を引き受けていただくことになりました。全同窓会員の皆さん。平成17年度の活動を、新会長の

もとで一致協力してスタートさせていきましょう。

なお、お二人の卒業生から原稿が寄せられていますのでご紹介します。新会長のお人柄の一端がわかっていただければ幸いです。
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平成17年４月１日より「個人情報の保護に関する法律」が施行されました。浅野学園同窓会では、多

くの卒業生の個人情報を取り扱っていることから「浅野学園同窓会個人情報保護方針」を定めました。

今後、同窓会ではその方針に基づき、個人情報の不正使用や流失を防ぎ、個人情報保護に努めてまいり

ます。

また、お預かりする会員皆様の個人データの管理・修正・更新・発送業務は、これまで会員名簿の調

査・作製を依頼していた関係から、㈱廣済堂に委託いたしますことも併せてご了解いただけますようお

願い申し上げます。

１　個人情報の取り扱いにおいては、適用される法令及びその他の規範を守ります。

２　お預かりする個人情報は、以下の目的で使用します。

・学校ならびに同窓会からの通信文書の発送

・同窓会年度会費納入のお願いの送付

・その他、適正な同窓会の活動において必要とされる、合法的な目的による利用

３　個人情報は、原則として本人に限り、開示・訂正・削除を求めることができます。

４　お預かりする個人情報は、本人の承諾なしに学校・同窓会以外の第三者に開示することはありません。

ただし、以下のような場合は例外として情報を開示できるものといたします。

・法令の規定による場合

・会員本人の事前の同意がある場合

・会員本人ならびに公衆の生命・健康・財産等の重要な利益を保護するのに必要な場合

５　個人情報を取り扱う業務は、機密保持契約等を取り交わすとともに、適切な管理を条件に、㈱廣済堂

に委託するものといたします。

６　個人情報保護に関する窓口

〒221-0012 横浜市神奈川区子安台 1-3-1

浅野中・高等学校内　浅野学園同窓会

〔TEL〕045-421-3281 〔FAX〕045-421-4080

〔同窓会ホームページe mailアドレス info@douzouyama.com〕

７　６月４日の同窓会総会までに特別なお申し出がない時は、その個人情報が同窓会活動において適正な

目的で使用されることに対して同意したものとさせていただきます。

個人情報保護法の施行に伴ってお知らせとお願い

同窓会員の個人情報保護への取り組みの基本方針
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平成16（2004）年度　各クラブの参加状況と活動実績
クラブ名  

アーチェリー部 
 
アメリカンフットボール部 

剣　道　部
 

 

高校サッカー部　 
 
中学サッカー部 
 

柔　道　部
 

 
 

水　泳　部
 

 

卓　球　部 
 
テ　ニ　ス　部 
 
登　山　部 
 

ハンドボール部
 

 
 
高校バスケットボール部 

中学バスケットボール部 
 
バドミントン部 

バレーボール部 
 
 
ボクシング部 
 
高校野球部 
中学野球部　　　　 
高校ラグビー部 
中学ラグビー部 

陸上競技部
 

 
遺跡研究部 
 

 
劇団こぎと（演劇部）

 
 
 
 
化　学　部 
 

棋　道　部
 

 
 
時　報　部 
吹　奏　楽　部 
生　物　部 
地　学　部 

鉄道研究部 
 
美　術　部 
物　理　部 
 

ＪＲＣ　部 
 

部員数

39人

27人

31人

31人 

67人 

47人

21人

80人

191人

24人

112人

29人

50人

53人

34人

12人

24人

58人

26人

17人

53人

6人

26人

24人

26人

8人

38人

56人

26人

23人

10人

45人

9人

主　な　活　動　や　実　績

高校；神奈川県新人戦（個人2位・3位　団体2位）関東選抜大会出場（個人25位）

中学；横浜市民大会1～3位　全国大会出場（30ｍ部門6位）東京インドア（中学生の部8位）

秋季神奈川県大会（ベスト８）

高校；神奈川県大会（団体戦ベスト32）

中学；神奈川区大会（団体戦優勝）神奈川県強化指定選手に1名選出

インターハイ・選手権県予選（3回戦敗退）新人戦県大会（2回戦敗退）県U-17リーグ3

部Ｂグループ1位で2部昇格

春季神奈川県大会(1回戦敗退)横浜市大会（1回戦敗退）横浜市選抜選手に1名選出

高校；神奈川県新人戦（体重別団体戦ベスト16　Ａ・Ｂチーム）

　　  インターハイ神奈川県予選（個人戦5位）国体神奈川県予選（個人戦5位）

中学；神奈川県大会（個人戦55kg・66kg9位，団体戦9位）

　　  横浜市大会（55kg3位，66kg3位・5位，73kg9位　団体戦5位）

高校；神奈川県大会（100ｍバタフライ4位・自由形5位）関東大会（100ｍバタフライ9位）

全国大会（100ｍバタフライ20位）横浜市大会（200ｍメドレーリレー団体5位）

高校；インターハイ・関東大会神奈川県予選（団体戦ベスト16）

中学；神奈川区大会（個人戦2位）

神奈川県私立中学校大会個人戦（ダブルス優勝）
 

夏合宿で高校生は槍ヶ岳，中学生は瑞牆山へ登頂

高校；関東大会神奈川県予選（5位）関東大会出場　インターハイ県予選(ベスト4)

　　  横浜市民大会（準優勝）神奈川県選手権大会ブロック優勝　

　　  国民体育大会神奈川県代表に1名選出

中学；横浜市秋季大会（3位）神奈川県選手権大会優勝　神奈川県私立中学校大会優勝

新人戦地区予選（2回戦）

神奈川県私立中学校夏季大会（2位）横浜市春季大会（ブロック2位）神奈川区新人

戦(2位)横浜市大会（新人戦ブロック2位，本大会ベスト16）神奈川県大会（新人戦出場）

神奈川県私立中学校大会（団体戦2位）

高校；横浜市民大会（2勝4敗）

中学；神奈川県私立中学校大会（ベスト4）

関東大会県予選（LF優勝　Fe2位　LW2位　W2位）関東大会（4人出場　LF2位）

インターハイ県予選（L優勝　LW2位）全国大会出場（L　ベスト8）

関東選抜大会県予選（LF優勝　B　2位）関東選抜大会出場（LF）

夏季大会神奈川県予選（3回戦進出）

神奈川区大会（7位）

関東大会神奈川県予選出場（3回戦進出）

神奈川県リーグ戦（一次リーグ敗退）

高校；神奈川県大会3名出場（走り幅跳び・走り高跳び・100ｍ）

中学；横浜市代表スーパー陸上出場（400ｍリレー）私立大会総合4位

8月下旬に新潟県上越市方面へ巡検

高校；第17回横浜市高等学校演劇連盟春季発表会（照明賞・音響賞）

　　  市高等学校演劇連盟地区大会（最優秀賞）市高等学校演劇連盟中央大会（優秀賞）

　　  私立高等学校演劇発表会（優秀賞）

　　 第18回横浜市高等学校演劇連盟春季発表会（最優秀賞・最優秀演技賞・音響賞）

中学；横浜市中学校演劇発表会（優秀賞）私立中学校演劇コンクール(最優秀賞)

　　　市ジュニア演劇ワークショップ＆コンテスト（準最優秀賞）

 

高校；全国高校将棋選手権大会神奈川県予選（団体戦ベスト8　個人戦Ｂ級優勝・3

位　Ｃ級優勝・準優勝）県高校将棋連盟夏季団体戦（3位）高校竜王戦県予選（Ａ

級ベスト8）全国高文連将棋新人大会県予選（個人戦Ａ級ベスト8　団体戦3位）

中学；中学名人戦（決勝トーナメント進出）

横浜吹奏楽コンクール（銅賞）　横浜アンサンブルコンテスト県大会(銀賞)　オルトヨコハマ祭参加

静岡県御前崎で合宿（7月25～26日）野鳥観察2回実施　その他校外活動4回実施

月・惑星の観測　丹沢層群の化石採集

神奈川県高等学校総合文化祭の鉄道研究発表会の写真コンテスト部門(1位)で高文連会長賞

（高一），自由研究部門（2位）で県私立中学校高等学校協会理事長賞を受賞

第10回スーパーコンピューターコンテストSuperCon2004（第3位）

3月グリーンマークでもらった桜を5ヶ所に植樹　6月緑の羽募金　8月日本赤十字主催

リーダー養成合宿LTC（3泊4日）・神奈川区地区ボランティアに参加　11月新潟県中越

地震募金活動　12月日本赤十字主催リーダー養成合宿LTC（1泊2日）参加　1月スマ

トラ沖地震募金活動　なお，今年度は平均して月2回程度校外清掃を行ってきた

＜生徒会機関紙LAUREL40号をもとに作成＞

顧　問　名 

松岡　押田　小西 
 

斉藤  沼澤　森　 

前川　原田　 

加藤勉 

永山　波田野　 

芳賀　酒井 
 

 

平山　西澤　大川
　 

 

愛甲　土門　河田
 

 

奥野　越智　磯ì 

 
広瀬　灘山　持丸

金子　小林佳 

比留間 麻生 大塚重 

 

山田啓　吉澤　 

徳山　青木 

 

田中邦　堤　更田 

大塚剛　小林俊 
 

山崎　安井　今井 

里見　伊藤　中村 
 

 

永岡　庄子 

 

河合　岩崎薫 

宮坂　山下　出井 

岩崎泉　佐藤崇 

鈴木 

八木　古梶　石井

安部 

小野木　麻生　磯 

 

 

稲葉　比留間 

山田麻 

 

 

本多　更田　徳山 

 

橋本　柏崎
 

 

 

石井　西澤　小林俊　阿部 

曽我　松岡　宮坂 

吉澤　大塚剛 

波田野　庄子　小林佳 

大野　堤　佐々木 
 

加藤幸　田中賢 

小西　安部　沼澤 

 

前田　大塚重 
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『銅像山通信』・第８号
発行日 平成17年４月25日
発行人 浅野学園同窓会
発行所 〒○221-0012
横浜市神奈川区子安台１-３-１
浅野中学・高等学校

ＴＥＬ 045-421-3281
ＦＡＸ 045-421-4080

編　集 浅野学園同窓会広報委員会
印　刷 〒○105-0014
東京都港区芝３-４-12
㈱廣済堂　データベース部

ＴＥＬ 03-5427-8020

平成17年度ラグビー部OB会総会のご案内
創部55年を迎えたラグビー部OB会（会長 長井勉44期、会員数460名）は、過日開
催されたOB会幹事会において60周年の準備に向けてキックオフしました。その席
上、今年度のOB会総会を同窓会総会前に開催することが決定しました。これは石
橋同窓会長を全面的に支援するためです。多くのOB会員が参加されることをお願
い申し上げます。OB総会終了後、同窓会総会と懇親会にも参加お願いします。な
おOB会員 秋山真志（54期）君が『職業外伝」』（ポプラ社刊）を上梓しました。飴細工
や紙芝居師などの懐かしい達人を綴った本です。当日、ご協力をお願いします。
＊日時：平成17年６月４日（土）16：00 ＊OB会年会費：5,000円
＊場所：ホテルキャメロットジャパン ＊懇親会費：7,000円

（同窓会懇親会と兼ねています）

No.４

平成17年度

浅野学園同窓会総会・懇親会

日　時　６月４日（土） 総　会：午後５時00分～
懇親会：午後６時00分～

会　場　ホテルキャメロットジャパン（旧名ホテルリッチ横
浜）TEL045-312-2111（代）

会　費　7,000円
※詳細は、本会報と同封の案内状をご覧ください。

No.１ 同窓会年度会費（2,000円）納入の
お願い

◇必ず卒業年とお名前の読
・

み
・

が
・

な
・

をご記入のうえ、同封の
振込用紙でお振込みください。また、６月４日（土）の
懇親会の受付での現金でのお支払いも申し受けます。
……ただし、72期～82期（平成７年３月卒～平成17年３
月卒）の会員は在学中毎月同窓会費をいただいてお
りましたので、年度会費は納入されなくて結構です。

注意

No.２

第１部文化祭…９月10日（土）・11日（日）
第２部体育祭…９月24日（土）（雨天順延）

５月14日（土）～19日（木）５日間とも本校講堂で

10月22日（土）～26日（水）４日間とも本校講堂で

※詳細は学校にお問い合せください。

入試説明会

学校説明会

打越祭

No.３（学校より）

お知らせ

掲 示 板
同期会の案内、その他同窓会員への広報を目的とした「お知らせ」を掲載ご希望の方は原稿を
浅野中学・高等学校　酒井晴雄までお寄せください。
ＴＥＬ 045-421-3281 ＦＡＸ 045-421-4080 E-mail sakai@asano.ed.jp

私がまだ在学中の昭和40年代、また、浅野に勤めてからもしばらくの間は、学園の同窓会は事務の猪木先生がほぼ一人で担当
されていて、その総会たるや、今の中学校舎の図書室あたりにあった小講堂で細々と行われていたのを覚えています。しかし、
石山延雄、山口敬三、石橋義史の校長先生三代を経て、現在の同窓会は組織も整い、会報も発行され、ホームページも開設され
ました。定例の役員・運営委員会、幹事会での活動方針を基に毎年、総会、懇親会がホテルで開かれ、活性化も軌道に乗ってき
ています。
その同窓会活動は常に『同窓会会員名簿』(５年に１回調査,発刊)を基本として会員諸兄と繋がり、連絡を送ることで進められ

てきました。しかし、本年４月から個人情報保護法が施行され、それに伴って、同窓会活動の基本とも言える14000名余の卒業
生名簿を自由に発刊することは叶わなくなりました。実は、学校業務でも常に1600名余の生徒の個人情報を預かっていますから、
その取り扱い・管理には細心の注意を払わなくてはならないのですが、同窓会は特に、連綿と続く学園の歴史の上にあるもので、
個人情報を持たなくてはその活動は立ち行きません。
そこで、同窓会員の皆様には、この『銅像山通信』の５ページに掲載しました同窓会の“個人情報取り扱いの基準”に従いま

して慎重に管理いたしますので、皆様の個人データ（お名前・住所・電話番号・進学校および就職先）をお預かりすることをご
了解いただきたく、ここにお願い申し上げます。補足しますと、同窓会には専従の事務局はなく、お仕事のかたわら有志の役
員・運営委員にお手伝いいただいており、学校でも在校幹事の先生が授業の合間を縫ってその仕事に当たっているのが現状です
ので、データの管理・訂正・更新の作業は専門の業者[㈱廣済堂]に委託して行いますことも併せてご了解ください。そして、今
後、印刷物の形での会員名簿の発行は一切いたしませんので、各期では幹事の方々を中心として同期会を開いていただき、（同
期の皆様ご了解のうえで）各期ごとの名簿作成を重ねてお願い申し上げます。
今後とも、浅野学園同窓会の発展、活性化にご協力ください。

◆◆ 編集後記 ◆◆
この４月から「個人情報保護法」が施行されました。その実施に伴い、同窓
会の役員会・幹事会を含めて同窓会名簿の発行につきその是非が大きく取り上
げられています。当面同窓会としては基本スタンスを決定しましたが、他校そ
の他一般の組織も含めて大きな問題となっています。今後は同期会の開催時に、
担当幹事さんが連絡先の入手につき、その都度学校に目的等を説明して名簿等
を入手していただかなくてはならない状況になってきそうです。
また同窓会のホームページも、その運用範囲を制限せざるを得なくなりそう
で、転勤その他住所変更をアクセスしていただいている現状も、リアルタイム
の対応が出来なくなる可能性も出てきました。
運悪く法律の施行時期とHPの運用範囲の制限とが重なる結果となり、HP立

ち上げから現在までの運用を担当してきた広報としては残念な状況です。しか
し今後も『銅像山通信』では、従前にも増して内容の充実に努めたいと考えて
いますので、同窓会員の皆様には変わらずのご協力をお願いする次第です。

広報委員会　古川　高夫（45期）

今後の同窓会活動は？
──『同窓会会員名簿』発刊停止にあたって──

浅野学園同窓会副会長　阿部　義広（46期）浅野中・高等学校教頭
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4
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4
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3
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1
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3

3
5
1
6
1
1
1
2
2

7

1

2
3
1
2
1
4
1
3

4

1

1

1
1
1
3
1
1

3
1
1
1
2
3
1
1
1
1

1
2
2
1
3
1

19

235

277

2
1
2
7
2
9
2
1
1
1
3
2
2
1
5
1
2
1
2
5
2
4
2
9
8

25
4
1
2
1
1
1
2

12
3
1
4
2

10
2
1
4
2
6
1
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5
2
1
2
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4
2
6
1
1
1
3
1
1
1
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4
1
1
1
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1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
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6
7
16
3
1
10
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6
1
1
6
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23
19
7
4
38
3
2
96
46
21
3
14
4
4
92
6
3
1
6
2
26
1
45
16
10
2
4
1
3
36
5
5
1
1
14
26
4
1
2

10
6

23
1
5
2

13
1

22
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1

12
9
1

10
1
1
1
3
2
2

10
1
2
2
1
3
9
2
5
1
8
1
3
1
1
6
1
1
1
3
3
1
1
1
3
2
2
1
3
2
1
1
3
3
1
1
2
1
1
2
3
2
1
3
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大 学 名  学部名 現 役  浪 人  合 計  大 学 名  学部名 現 役  浪 人  合 計  

大 学 名  学部名 現 役  浪 人  合 計  

国公立合計  
 

私立合計  

全体合計  

上記以外の私立大学 

〈平成17年 浅野高等学校大学入試合格者数一覧〉 平成17年４月７日現在
浅野高等学校進学指導部調べ


